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専門への橋渡 しとしての 口頭研究発表 プロジェク ト

三浦香苗(金 沢大学留学生センター)

大学院予備 教育(日 本語研修 コース)期

間中の教育 として、 「専門への橋渡 し」が必

要で あるこ とは、異論 のない ところであろ

う。6ヶ 月 とい う限 られた期間中に、 日本

語初歩 の段階か ら、何 をどのよ うに教えれ

ばいいだろ うか。 ここでは、金沢大学留学

生センター1995年 の設立以来、改良 しなが

ら行って きた 口頭研究発表プ ロジェク トを、

一つの例 として紹介する
。

【対象】:大学院予備教育 中の 日本語初級

レベ ル研 究留 学生 【プ ロジェ ク トの種

類 】:ア ンケ ー ト調 査 に基 づ く研 究発 表

【プロジェク トの期間】:6ヶ 月集中 コース

期 間内 【プロジェク トの 目的 と期待 され

る効果】:プロジェク トが専門領域での発表

のために役立つこ とを 目的 とす る。即 ち、

一般的な研究の方法
、 口頭発表の言語スタ

イル を習得 し、 口頭発表に慣れ るこ と、ま

た、 コンピュータの利用そのものに慣れ 、

コンピュー タの利便性 を活用できるよ うに

なるこ とを 目指す。 【留学生 の発表テーマ

例】:「日本人 と広告」 「自動販売機 と若 い人

の喫煙 について」 「茶髪」 「金大生 にとって

人生 の成功 とは何 か」「『おれ』と『あた し』」

「ゴ ミの分別 に 関す る金 沢市 民の意識 」

【作業項 目】1.テ ーマを見つ ける:日 本

人論等の読み物(英 語)を 読み、 自分で発

見 した ことについて クラスで皆 と討論(英

語 も可)し てテーマを絞 る。2.ア ンケー

トを作 る:何 を明 らかにしたいかを考 えて

項 目を選び、後 のデー タ処理の ことも考慮

して最適 な質問 と答(選 択肢)を 考 える。

3.質 問紙 によるアンケー ト調査(日 本語)

を行 う。4.デ ータ入力:エ クセルを使用。

5.デ ータ分析:度 数分布、Z2検 定、t検

定、相 関係数 ・回帰分析を 日本語 ソフ トを

使 って行 う。6.考 察 と結論7.発 表 のア

ウ トライ ン8.発 表 スライ ド用箇条書き

の方 法9.発 表 ス ラ イ ド作 り:Power

Pointを 使用 し、図表 、写真等 を効果的に

使 う。10.口 頭発表原稿 を書 く。11,口

頭発表練習:発 音 ・態度 も指導。12.口 頭

発表(日 本語)

以上、簡単に紹介 したが、本プ ロジェク

トは、単なる 「日本語 による発表」(自 分の

意見 を述べ る発表や、自分の専門を紹介す

る発表)に 較べ ると遥かに高度である。 自

分でデー タを集 め、統計的手法を用いて分

析 し、最終プ ロダク トとしての発表ではデ

ー タと話す こととの整合性が問われる
。

敢えて この難易度の高いプ ロジェク トを

行 う意義は、専門課程 に進学 した修了生か

らの コメン トに うかが える:「 コース中は、

なぜ こんな難 しいことをす るのだ ろ うと思

ったが、専門課程 に進 学後、本 当に役立っ

た」 「専門課程でt検 定やz2検 定を使 う」

「日本語で発表す る練習ができた」

追記:1999年 度か らは、春学期は上記 の

個別 口頭発表プ ロジェク ト(自 主教材 『五

ヶ月で 口頭発表』使用)を 行い、教員研修

生が大半を占める秋学期は、研 究発表 の中

に寸劇 を織 り込んだ集団による発表(ハ イ

ブ リッ ド ・ドラマプロジェク ト)を 行 って

いる。学生の 目的 ・ニーズお よび能力 ・傾

向を考慮 した結果であ る。 尚、教材 は大幅

に改定 し、近々出版 ・市販す る予定である。


